
　現在の学習指導要領の要諦は、学習者が「何ができる
ようになるか」という視点で資質・能力を３つの柱で整
理したことにあります。教師が「何を教えるか」とい
う視点は不変です。一方で、VUCA（Volatility＝変動性、
Uncertainty＝不確実性、Complexity＝複雑性、Ambiguity
＝曖昧性）という先行き不透明な未来社会を生きていく子
どもたちに対して、一人一人が学びの主体者であるという
自覚を高め、学ぶ価値や意味を見いだしながら、必要とな
る資質・能力の獲得に向けて自らの学びを創っていくとい
う視点に配慮することが重要です。
　こうした時代の状況を踏まえるとき、教師は子どもとと
もに「学びの文脈」を創ることに一層意を用いることが大
切です。教師は、学習者にとって現在から未来にわたって
必要となる資質・能力を捉え、そこに向かって学習者が
「どのように学ぶか」というプロセスに意図的に関わって
いく、子どもの学びがどのような方向へ動いていくかに思
いをめぐらし、授業の中にしかけや揺さぶりを用意したり
学習の流れを複線化したりするのです。学習者が動いて
いく、さまざまに“思考し判断し表現していく”ときに必要
となるのが、“知識・技能”です。それらを目的や必要に応
じて適時的確に習得できるよう、教師は先手を打ち前面に
立って教えたり、じっくりと考えさせ議論させたうえで学
習者に発見させたりするなど、教師の立ち位置や出番を随
時検討し修正し、教科等の本質に迫る深い学びへ誘ってい
く営みが「学びの文脈」を創ることであり、この理念は令
和の日本型教育に必要な視点です。
　「学びの文脈」という用語を定義づけると、次のように
整理できます。

学習者が学びの有意味を保持し、教育をなす側と

ともにその学びの連続性や発展性を考慮する中で、

学習者に資質・能力の拡張と共創を生み出す営み

　文脈とは、辞書的な意味では“文中の語と語の意味的つ
ながりや、文章中の文と文などの続きぐあい”のことをさ
します。これを「学び」という概念で捉えた場合、それは
学びの連続性や発展性のことであり、教科等を横断する汎

用的能力につながります。「学びの文脈」を創るには、語
と語、文と文、段落と段落の整合を検討するように、「何
と何」をどのようにつないでいくかが論点となります。そ
うした検討がカリキュラムの開発、そしてカリキュラム・
マネジメントにつながっていきます。
　OECD Education 2030 プロジェクトでは、「文脈」（コ
ンテクスト）に関わり、次のような説明をしています（下
線は筆者）。

　子供たちが生活のあらゆる側面において積極的

な役割を担っていくためには，様々なコンテクス

トを超えて，不確実性の中を歩んでいくことが必

要である。そのコンテクストは， 時間軸（過去，現

在，未来）であったり，社会的な空間（家族，コ

ミュニティ，地域，国，世界）であったり，デジ

タルの空間であったりする。

　世界の潮流にも目を配り、よりよい未来をつくっていく
ためには、「学びの文脈」を時間軸やデジタルを含む空間
軸という観点から揺さぶっていく必要があります。
　現下、隆盛する真正の学びやPBL（Project Based 
Learning、問題解決型学習）の推進には、テキストの内と
外、教科等の内と外、学校の内と外といった文脈の中で生
きてはたらく言葉の力の育成が基盤となります。言葉その
ものを対象とする国語科は、真正の文脈を意識し、かつ生
徒の発達の段階に応じた能力系統に配慮しながら、未来を
生きる学習者の視座に立った「学びの文脈」を創っていく
ことが重要です。相手や目的、意図や状況に応じて、習得
した知識・技能、思考力・判断力・表現力を総合的に発揮
する実の場を工夫し、それらを拡張させていくような国語
科の授業改善が求められます。
　これまで述べてきた「学びの文脈」を教師と子どもとが
ともに創っていくことをめざし、新版国語教科書は教材文
の前の「学びナビ」をリニューアルして、教材文の後に配
置した「みちしるべ」へのつながりに一貫性をもたせまし
た。本通信５号に引き続き、『少年の日の思い出』を例に
し、次に解説を加えます。

中
学
国
語
通
信

vol.7

　2024.05

み
ち
し
る
べ

“ 学びの文脈 ” を創る国語科教育
～新教科書「学びナビ」・「みちしるべ」に注目～

大妻女子大学教授　樺
かば

山
やま

敏
とし

郎
ろう



　　　　　　　　　　 国語科授業には、つけたい能力を明確
にして目標を設定し、教材の特性を十分に踏まえ、適切な方法

（言語活動、ICT活用等）を選択することで、子ども主体の学
びを実現していくことが重要となります。“教師が教えたいこ
と”を“子どもが学びたいこと”へ転換できるように教科書の構
成を生かして単元全体を構想していきましょう。

“学びの文脈を創る”

246

••••5••••10••

学び
ナビ

R7kokugo_01nen_P246_P247_少年の日の思い出（学びナビ）_CC2021　四校 R7kokugo_01nen_P246_P247_少年の日の思い出（学びナビ）_CC2021　四校

文
学
作
品
と
時
間

　
文
学
作
品
の
で
き
ご
と
は
、
基
本
的
に
時
間
的
な
順
序
に
従
っ
て
展
開
さ
れ
ま
す
が
、
一
つ

の
作
品
の
中
に
、
過
去
の
で
き
ご
と
や
物
語
が
は
さ
み
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
き
な

枠わ
く

組
み
（
作
品
）
の
中
に
、
よ
り
小
さ
な
も
の
（
で
き
ご
と
や
物
語
）
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
入
れ
子
構
造
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
額
縁
の
中
の
絵
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
額

縁
構
造
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
物
語
や
小
説
に
流
れ
る
時
間
を
捉
え
、
構
成
を
把
握

す
る
こ
と
は
、
文
学
作
品
を
読
む
う
え
で
大
事
な
こ
と
で
す
。

時
間
と
構
成

　『
少
年
の
日
の
思
い
出
』
は
、「
私
」
と
「
客
」
が
会
話
す
る
現
在
の
場
面
と
、「
客
」
の
少

年
時
代
が
語
ら
れ
る
過
去
の
場
面
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
年
の
日
の
思
い
出

●	

行
動
や
心
情
を
表
す
言
葉
や
語
句
の
文
脈
上
の

意
味
に
注
意
し
て
読
み
、
語ご

彙い

を
豊
か
に
す
る
。

●	

語
り
手
に
着
目
し
て
作
品
を
読
み
、
交
流
を
通

し
て
自
分
の
考
え
を
確
か
な
も
の
に
す
る
。

目標

視
点
／
桜

さ
く
ら

蝶ち
ょ
う

語
り
手
／
オ
ツ
ベ
ル
と
象

入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）

入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）

　
物
語
や
小
説
で
は
、
物
語
の
中
に
さ
ら

に
別
の
物
語
が
入
っ
て
い
る
構
造
を
さ
す
。

枠
物
語
と
も
い
う
。

入
れ
子
構
造（
額が
く

縁ぶ
ち

構
造
）

現
在
①
　「
私
」
と
「
客
」
と
の
会
話
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●	「
僕
」
と
「
エ
ー
ミ
ー
ル
」
の

チ
ョ
ウ
に
対
す
る
見
方
や
価
値
観

が
わ
か
る
言
葉
を
抜
き
出
し
て
み

よ
う
。

●	「
エ
ー
ミ
ー
ル
」
に
対
す
る
語
り

方
に
つ
い
て
、
気
が
つ
い
た
点
を

あ
げ
て
み
よ
う
。

ヒント

　
右
図
の
よ
う
に
、「
現
在
②
」
の
場
面
ま
で
語
ら
れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
れ
ば
、「
入
れ
子
構

造
」（
額
縁
構
造
）
と
い
え
ま
す
が
、「
現
在
②
」
は
欠
落
し
て
い
ま
す
。
完
全
な
「
入
れ
子
構

造
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
現
在
①
」
と
「
過
去
」
の
場
面
で
は
、
同
じ
人
物
（「
客
」
と

「
僕
」）
が
登
場
し
て
、
同
じ
「
チ
ョ
ウ
チ
ョ
集
め
」
に
ま
つ
わ
る
で
き
ご
と
が
語
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
二
つ
の
場
面
の
最
後
に
着
目
す
る
と
、「
現
在
①
」
の
場
面
で
は
、「
彼
の
姿
は
、
外
の

闇
か
ら
ほ
と
ん
ど
見
分
け
が
つ
か
な
か
っ
た
。
私
は
葉
巻
を
吸
っ
た
。
外
で
は
、
カ
エ
ル
が
遠

く
か
ら
か
ん
高
く
、
闇
一
面
に
鳴
い
て
い
た
。」
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
過
去
」
の

場
面
で
、「
僕
」
が
「
チ
ョ
ウ
チ
ョ
を
一
つ
一
つ
取
り
出
し
、
指
で
こ
な
ご
な
に
押
し
潰つ
ぶ

し
て

し
ま
っ
た
。」
の
は
「
闇
の
中
」
で
し
た
。
共
通
し
て
「
闇
」
が
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
も
、
過
去
と
現
在
の
つ
な
が
り
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
や
別
の
時
間
に
起
き
た
で
き
ご
と
が
語
ら
れ
る
こ
と
で
、
読
者

の
想
像
力
を
引
き
出
し
、
読
み
を
深
め
ら
れ
る
の
で
す
。

P
261

1
5

過
去
　
　「
客
」
の
少
年
時
代
の
回
想

現
在
②
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内
容
を
捉
え
よ
う

　
　
作
品
の
構
成
を
確
認
し
、
現
在
の
場
面
と
過
去
の
場
面
の
で
き

ご
と
や
心
情
を
整
理
し
よ
う
。

読
み
深
め
よ
う

　
　「
客
」
が
「
も
う
、
け
っ
こ
う
。」（
Ｐ
249
Ｌ
16
）、「
実
際
話
す

の
も
恥
ず
か
し
い
こ
と
」（
Ｐ
250
Ｌ
５
）
と
述
べ
た
の
は
な
ぜ
か
、

考
え
よ
う
。

　
　「
僕
」
の
「
チ
ョ
ウ
」
や
「
エ
ー
ミ
ー
ル
」
に
対
す
る
見
方
・

考
え
方
と
、「
エ
ー
ミ
ー
ル
」
の
「
チ
ョ
ウ
」
や
「
僕
」
に
対
す

る
見
方
・
考
え
方
を
、
本
文
の
表
現
を
根こ

ん

拠き
ょ

に
考
え
よ
う
。

　
　
次
の
「
僕
」
の
行
動
に
つ
い
て
、
理
由
を
考
え
よ
う
。

　
⑴
　「
僕
は
生
ま
れ
て
初
め
て
盗
み
を
犯
し
た
。」（
Ｐ
255
Ｌ
15
）

　
⑵�

　「
チ
ョ
ウ
チ
ョ
を
一
つ
一
つ
取
り
出
し
、
指
で
こ
な
ご
な
に

押
し
潰
し
て
し
ま
っ
た
。」（
Ｐ
260
Ｌ
８
）

学び
ナビ

123参考
　「
チ
ョ
ウ
」
に
対
す
る
表
現
が
、「
宝
」「
宝
物
」「
獲
物
」「
宝
石
」

と
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
み
よ
う
。

4

自
分
の
考
え
を
伝
え
合
お
う

　
　「
僕
」（
＝
少
年
時
代
の
「
客
」）
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
た
回
想

を
、「
私
」
や
「
エ
ー
ミ
ー
ル
」
の
視
点
か
ら
「
客
」
に
語
り
直

し
た
ら
、「
客
」
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
友
達

の
発
言
と
自
分
の
考
え
を
結
び
つ
け
な
が
ら
話
し
合
お
う
。

言
葉
・
情
報

●

言
葉
と
表
現

　
次
の
―
―
線
部
の
言
葉
は
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
踏
ま
え
て
使

わ
れ
て
い
る
か
、
考
え
よ
う
。

　
・�「
と
に
か
く
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
、
模
範
少
年
だ
っ
た
。」（
Ｐ
253

Ｌ
５
）

　
・�「
せ
め
て
例
の
チ
ョ
ウ
を
見
た
い
と
、
僕
は
中
に
入
っ
た
。」

学び
ナビ

5参考
山
田
さ
ん
　
同
じ
話
で
も
、
話
す
人
に
よ
っ
て
印
象
が
変
わ
る
の
に
、

自
分
の
体
験
を
他
の
人
か
ら
話
し
て
も
ら
っ
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
に

気
づ
く
か
な
。

町
村
さ
ん
　
自
分
の
好
き
嫌き

ら

い
と
は
関
係
な
く
、
客
観
的
に
聞
け
る
と

思
う
。
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
相
手
の
気
持
ち
に
も
気
づ
け
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。

中
内
さ
ん
　
少
年
の
「
僕
」
と
大
人
に
な
っ
た
「
客
」
で
は
、
自
分
の

体
験
で
も
印
象
が
違
う
と
思
う
よ
。
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新版『少年の日の思い出』（『伝え合う言葉　中学国語』1年）
♦︎「学びナビ」（目標）から「みちしるべ」（「振り返り」）への連動

Ｑ１　�新版教科書の「読むこと」では、旧版を
どのようにリニューアルしたのですか。

　新版では、「学びナビ」（目標）→「みちしるべ」（振り

返り）の流れに一貫性をもたせました。これに関連してリ

ニューアルした点が大きく三つあります。

　一つめは、「学びナビ」の内容の充実です。「学びナ

ビ」のタイトルには、取り上げた教材の精査・解釈の鍵に

なる能力を明示しています。それらの能力を的確な学習用

語にして示しています。『少年の日の思い出』では、「入

れ子構造（額縁構造）」に焦点化し、「文学作品と時間」

「時間と構成」の二本柱で解説しています。
❷

❸

❹

❺

❻

❶

Ｑ２　�教材を「学びナビ」と「みちしるべ」の間に
挟みこむ構成の意図は？

　「学びナビ」を冒頭に配置する意図については、本通

信の５号に明記したとおりです。冒頭にあることで、“教

師が生徒の読みを狭めてしまう”と考えるかもしれません。

むしろその逆です。「ナビ」は文字どおり、「学び（読

み）」への誘いです。主意は、読みの視点を明確にもつと

いうことです。視点が明確になったほうが、読みの精度は

上がると考えています。教えるべきことが曖昧な国語と揶
や

揄
ゆ

されがちです。あれもこれもと欲張らず、指導事項を厳

選することが大切です。

　二つめは、「学びナビ」に「目標」を明示したことです。

旧版では教材本文の最初のページに掲載していました。本

教材の学習を進めていき、どのようなゴールにたどり着け

ばよいかを見通すことができます。目標との関連を図るた

めに、最後に「振り返り」も明示しています。

　三つめは、学習の手引きとなる「みちしるべ」の内容の

充実です。重点となる指導事項との関連を図りながら、教

材の内容を捉え、考えを形成していく過程で着眼すること

などを「参考」として示しました。

　「学びナビ」の活用については、記載内容を一言一句丁

寧に教えこむという発想ではなく、あくまで読みの方向を

見通すものですので、単元の始めだけでなく、学びの展開

に合わせてタイムリーに活用してください。大まかには、

冒頭において、読みの視点のフレームを捉え（それを“国

語眼鏡”と呼んでもいいかと……）、その“国語眼鏡”をか

けて、教材を読んでいきます。一読後、「みちしるべ」を

学習の手引きとして参照しながら、どのように読みを深め

ていくかを検討していきます。新版では、「みちしるべ」

の一部の活動に、「学びナビ」とリンクを貼るようにしま

した。精査・解釈し、自分の考えを形成していく過程で、

教材の読み方やポイントを再確認できます。

❼

『少年の日の思い出
』の授業を

　創るためのヒント
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文
学
作
品
と
時
間

　
文
学
作
品
の
で
き
ご
と
は
、
基
本
的
に
時
間
的
な
順
序
に
従
っ
て
展
開
さ
れ
ま
す
が
、
一
つ

の
作
品
の
中
に
、
過
去
の
で
き
ご
と
や
物
語
が
は
さ
み
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
き
な

枠わ
く

組
み
（
作
品
）
の
中
に
、
よ
り
小
さ
な
も
の
（
で
き
ご
と
や
物
語
）
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
入
れ
子
構
造
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
額
縁
の
中
の
絵
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
額

縁
構
造
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
物
語
や
小
説
に
流
れ
る
時
間
を
捉
え
、
構
成
を
把
握

す
る
こ
と
は
、
文
学
作
品
を
読
む
う
え
で
大
事
な
こ
と
で
す
。

時
間
と
構
成

　『
少
年
の
日
の
思
い
出
』
は
、「
私
」
と
「
客
」
が
会
話
す
る
現
在
の
場
面
と
、「
客
」
の
少

年
時
代
が
語
ら
れ
る
過
去
の
場
面
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
年
の
日
の
思
い
出

●	

行
動
や
心
情
を
表
す
言
葉
や
語
句
の
文
脈
上
の

意
味
に
注
意
し
て
読
み
、
語ご

彙い

を
豊
か
に
す
る
。

●	

語
り
手
に
着
目
し
て
作
品
を
読
み
、
交
流
を
通

し
て
自
分
の
考
え
を
確
か
な
も
の
に
す
る
。

目標

視
点
／
桜

さ
く
ら

蝶ち
ょ
う

語
り
手
／
オ
ツ
ベ
ル
と
象

入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）

入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）

　
物
語
や
小
説
で
は
、
物
語
の
中
に
さ
ら

に
別
の
物
語
が
入
っ
て
い
る
構
造
を
さ
す
。

枠
物
語
と
も
い
う
。

入
れ
子
構
造（
額が
く

縁ぶ
ち

構
造
）

現
在
①
　「
私
」
と
「
客
」
と
の
会
話
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「
客
」「
僕
」「
エ
ー
ミ
ー
ル
」
の
行
動
や
心
情
を
、
語
句
の
意
味

に
注
意
し
て
読
み
取
っ
て
い
る
か
。 

語
り
手
や
現
在
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
作
品
を
読

み
、
自
分
の
考
え
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
る
か
。

友
達
の
発
言
と
自
分
の
考
え
を
結
び
つ
け
な
が
ら
、
語
り
手
の
視

点
に
着
目
し
て
話
し
合
っ
た
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ

い
た
り
、
考
え
が
変
わ
っ
た
り
し
た
の
か
。
グ
ル
ー
プ
で
交
流
し

よ
う
。

振り返り

（
Ｐ
255
Ｌ
４
）

　
・�「
あ
い
に
く
、
あ
の
有
名
な
斑
点
だ
け
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。」

（
Ｐ
255
Ｌ
10
）

　
・「
つ
ま
り
君
は
そ
ん
な
や
つ
な
ん
だ
な
。」（
Ｐ
259
Ｌ
５
）

こ
の
教
材
で
学
ぶ
漢
字

249

擦
サ
ツ

す－

る

摩ま

擦
擦
り
傷

251

胴
ド
ウ

胴
上
げ

252

斑
ハ
ン

斑
点

249

珍
チ
ン

め
ず
ら

－

し
い
珍
味

珍
し
い
客

251

貪
ド
ン

む
さ
ぼ－

る
貪
欲

暴
利
を
貪
る
252

触
シ
ョ
ク

ふ－

れ
る

さ
わ－

る

接
触

軽
く
触
れ
る

木
に
触
る

250

戯
ギ

戯
曲

251

忍
ニ
ン

し
の－

ぶ

忍
従

忍
び
歩
く

252

歓
カ
ン

歓
喜

252

栓
セ
ン

消
火
栓

254

幾
キい

く

幾
何か

学

幾
多

259（
蔑
）蔑ベ

ツ
さ
げ
す－

む
軽
蔑

蔑
み

252

貼
チ
ョ
ウ

は－

る

貼
付

貼
り
紙

254

畳
ジ
ョ
ウ

た
た－

む

た
た
み

六
畳

服
を
畳
む

石
畳

259

扱
あ
つ
か－

う
取
り
扱
い

253

範
ハ
ン

範
囲

255

羨
う
ら
や－

む
羨
ま
し
が
る
259

喉
コ
ウ

の
ど

喉
頭

喉
元

253

妬
トね

た－

む

嫉し
っ

妬
妬
み

255

雅
ガ

優
雅

260

罵
バの

の
し－

る
罵
倒

罵
り

253

鑑
カ
ン

鑑
賞

255

誘
ユ
ウ

さ
そ－

う

誘
導

誘
い
水

260

償
シ
ョ
ウ

つ
ぐ
な－

う
代
償

罪
の
償
い

254

挿
ソ
ウ

さ－

す

挿
入

挿
し
木

258

丹
タ
ン

丹
念

260

遅
チお

く－

れ
る

お
そ－

い

遅
刻

乗
り
遅
れ
る

夜
遅
く

254

烈
レ
ツ

烈
火

259

依
イ

依
然

新
出
音
訓

●
小
学
六
年
生
の
漢
字

250 

微
笑★

（
シ
ョ
ウ
・
え－

む
）

253 

傷★

む
（
い
た－

む
）

252 

展○

翅

253 

模○

範

253 

専○

門
家

253 

認○

め
る

253 

批○

評
家

254 

絶
頂○

○

254 

興
奮○

255 

優○

雅

260 

時
刻○

○
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▲『少年の日の思い出』みちしるべ（P261）

▲『少年の日の思い出』みちしるべ（P262）

少年の日の思い出
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内
容
を
捉
え
よ
う

　
　
作
品
の
構
成
を
確
認
し
、
現
在
の
場
面
と
過
去
の
場
面
の
で
き

ご
と
や
心
情
を
整
理
し
よ
う
。

読
み
深
め
よ
う

　
　「
客
」
が
「
も
う
、
け
っ
こ
う
。」（
Ｐ
249
Ｌ
16
）、「
実
際
話
す

の
も
恥
ず
か
し
い
こ
と
」（
Ｐ
250
Ｌ
５
）
と
述
べ
た
の
は
な
ぜ
か
、

考
え
よ
う
。

　
　「
僕
」
の
「
チ
ョ
ウ
」
や
「
エ
ー
ミ
ー
ル
」
に
対
す
る
見
方
・

考
え
方
と
、「
エ
ー
ミ
ー
ル
」
の
「
チ
ョ
ウ
」
や
「
僕
」
に
対
す

る
見
方
・
考
え
方
を
、
本
文
の
表
現
を
根こ

ん

拠き
ょ

に
考
え
よ
う
。

　
　
次
の
「
僕
」
の
行
動
に
つ
い
て
、
理
由
を
考
え
よ
う
。

　
⑴
　「
僕
は
生
ま
れ
て
初
め
て
盗
み
を
犯
し
た
。」（
Ｐ
255
Ｌ
15
）

　
⑵�

　「
チ
ョ
ウ
チ
ョ
を
一
つ
一
つ
取
り
出
し
、
指
で
こ
な
ご
な
に

押
し
潰
し
て
し
ま
っ
た
。」（
Ｐ
260
Ｌ
８
）

学び
ナビ

123参考
　「
チ
ョ
ウ
」
に
対
す
る
表
現
が
、「
宝
」「
宝
物
」「
獲
物
」「
宝
石
」

と
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
み
よ
う
。

4

自
分
の
考
え
を
伝
え
合
お
う

　
　「
僕
」（
＝
少
年
時
代
の
「
客
」）
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
た
回
想

を
、「
私
」
や
「
エ
ー
ミ
ー
ル
」
の
視
点
か
ら
「
客
」
に
語
り
直

し
た
ら
、「
客
」
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
友
達

の
発
言
と
自
分
の
考
え
を
結
び
つ
け
な
が
ら
話
し
合
お
う
。

言
葉
・
情
報

●

言
葉
と
表
現

　
次
の
―
―
線
部
の
言
葉
は
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
踏
ま
え
て
使

わ
れ
て
い
る
か
、
考
え
よ
う
。

　
・�「
と
に
か
く
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
、
模
範
少
年
だ
っ
た
。」（
Ｐ
253

Ｌ
５
）

　
・�「
せ
め
て
例
の
チ
ョ
ウ
を
見
た
い
と
、
僕
は
中
に
入
っ
た
。」

学び
ナビ

5参考
山
田
さ
ん
　
同
じ
話
で
も
、
話
す
人
に
よ
っ
て
印
象
が
変
わ
る
の
に
、

自
分
の
体
験
を
他
の
人
か
ら
話
し
て
も
ら
っ
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
に

気
づ
く
か
な
。

町
村
さ
ん
　
自
分
の
好
き
嫌き

ら

い
と
は
関
係
な
く
、
客
観
的
に
聞
け
る
と

思
う
。
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
相
手
の
気
持
ち
に
も
気
づ
け
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。

中
内
さ
ん
　
少
年
の
「
僕
」
と
大
人
に
な
っ
た
「
客
」
で
は
、
自
分
の

体
験
で
も
印
象
が
違
う
と
思
う
よ
。
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❻

❽

❼

Ｑ３　�「みちしるべ」の最後に、「私」や「エーミール」の視点から「客」
に語り直しを求める活動がありますが、これは何をねらっていますか。

　本作品が入れ子構造（額縁構造）であることは、先ほどふれましたが、「現

在」→「過去」で終わり、「現在」には戻ってきません。「現在」への戻りを、

「客（＝僕）」の話を再現した語り手である「私」に再登場してもらおうと考

えるかもしれません。そこをもう一歩深掘りしていきたいものです。文学作

品の理解は、登場人物の体験を追い、作品世界をその人物とともに生きること

をとおしてなされるものです。それは、追体験と呼ばれる文学体験となります。

本作品の中心人物は、冒頭の「私」ではなく、「客（僕）」です。「客（僕）」

で帰着することが重要だと考えます。

　本作品では「客（僕）」が語りだす場面は「外の景色は闇」「闇一面」で

あり、チョウチョをこなごなに押し潰す場面も「闇の中」でした。この「客

（僕）」にとって、『少年の日の思い出』は、ずっと「闇の中」なのです。「も

う、けっこう。」「不愉快」「恥ずかしい」などの叙述から、「客（僕）」はそ

の闇から抜け出せないままであることが推測できます。回想の文学には、対人

物の立場にも同化し、中心人物が我を異化すること、つまり我を再現し、我を

回復させる力があるのです。「客（僕）」が再度、「エーミール」に出会い、盗

みという行為に向き合い、対話するようにしかけているのが、ここで求めてい

る、語り直しの活動になります。

　そのことは、学習者（読者）にとっても有意味です。学習者（読者）が「客

（僕）」の立場から「エーミール」を見るだけでなく、「エーミール」の立場か

ら「客（僕）」を見るという

相互の関係に着目することで

深い読みが実現すると考えま

す。模範少年である「エー

ミール」のことをなぜ憎ま

なければならないのか。「客 

（僕）」の欲望は、チョウチョ

ではなく他者（＝「エーミー

ル」）からの認知ではなかっ

たのか。現代の中学生にも決

して無縁ではない、こうした

問いを浮かび上がらせること

で、学習者（読者）の人間理

解にもつなげていくねらいが

あります。

❽
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